
1/6 

都市建設常任委員会 

令和３年１２月１３日 

企業局交通部管理課  

 

 

青森市営一般乗合自動車料金条例（平成十七年条例第二百二十四号）新旧対照表 

改正後 改正前 

第一条～第三条 （略） 第一条～第三条 （略） 

  

（料金の種類及び適用範囲） （料金の種類及び適用範囲） 

第四条 料金の種類及び適用範囲は、次のと

おりとする。 

第四条 料金の種類及び適用範囲は、次のと

おりとする。 

一 （略） 一 （略） 

（削除） 二 回数旅客料金 

 イ 普通回数旅客料金 旅客が不定停留

所間を多回数乗車する（以下「回数乗

車する」という。）場合 

 ロ 通学回数旅客料金 学校教育法（昭

和二十二年法律第二十六号）第一条に

規定する学校、同法第百三十四条に規

定する各種学校、児童福祉法（昭和二

十二年法律第百六十四号）第三十九条

に規定する保育所、同法第四十条に規

定する児童館、職業能力開発促進法（昭

和四十四年法律第六十四号）第十五条

の六第一項各号に掲げる施設その他こ

れらに類する施設で管理者が特に必要

と認める施設（以下「学校等」という。）

に通学する者が回数乗車する場合 

 ハ 買物回数旅客料金 管理者の定める

運行区間内及び時間帯を主として利用

する者が回数乗車する場合 

二 定期旅客料金 三 定期旅客料金 

イ （略） イ （略） 

ロ 通学定期旅客料金 学校教育法（昭

和二十二年法律第二十六号）第一条に

ロ 通学定期旅客料金 学校等     
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改正後 改正前 

規定する学校、同法第百三十四条に規

定する各種学校、児童福祉法（昭和二

十二年法律第百六十四号）第三十九条

に規定する保育所、同法第四十条に規

定する児童館、職業能力開発促進法（昭

和四十四年法律第六十四号）第十五条

の七第一項各号に掲げる施設その他こ

れらに類する施設で管理者が特に必要

と認める施設（以下「学校等」という。）

に通学する者が定期乗車する場合 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

に通学する者が定期乗車する場合 

ハ （略） ハ （略） 

三 （略） 四 （略） 

（乗車券の種類） （乗車券の種類） 

第五条 乗車券の種類は、次のとおりとする。 第五条 乗車券の種類は、次のとおりとする。 

一 （略） 一 （略） 

二 特殊券（フリールートカード   ） 二 特殊券（フリールートカード一日券） 

（削除） 三 カード回数券（普通カード回数券、通

学カード回数券又は買物カード回数券） 

三・四 （略） 

 

四・五 （略） 

第六条 （略） 第六条 （略） 

 

（料金及び料金の計算方法） 

 

（料金及び料金の計算方法） 

第七条 片道普通旅客料金については、第三

条第二項による賃率の区分に従い、前条の

規定によるキロ程を乗じて得たそれぞれの

額を合算した額の範囲内で管理者が別に定

めるものとし、特殊普通旅客料金について

は、一日につき七百円以内で管理者が別に

定めるものとする。ただし、他の事業者と

併行又は競合する路線において、その料金

に差額を生じた場合は、差額の範囲内で調

整することができるものとする。 

第七条 片道普通旅客料金については、第三

条第二項による賃率の区分に従い、前条の

規定によるキロ程を乗じて得たそれぞれの

額を合算した額の範囲内で管理者が別に定

めるものとし、特殊普通旅客料金について

は、     七百円以内で管理者が別に

定めるものとする。ただし、他の事業者と

併行又は競合する路線において、その料金

に差額を生じた場合は、差額の範囲内で調

整することができるものとする。 

２ （略） ２ （略） 
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改正後 改正前 

（削除） ３ 回数旅客料金については、券面に表示さ

れた金額を次条第二号の区分に従い割引し

た額とする。 

３ 通勤定期旅客料金及び通学定期旅客料金

については、乗車区間に対応する片道普通

旅客料金(乗車区間が二以上の系統にわた

るため、当該乗車区間に対応する片道普通

旅客料金の設定がない場合にあっては、当

該系統ごとに定められる片道普通旅客料金

を合算して得た額と当該乗車区間を一系統

とみなして第三条第二項及び前条の規定に

より算定した対キロ料金とを比較し、いず

れか低い額。次項において同じ。)を一月に

つき六十倍し、次条第一項第二号の区分に

従い割引した額とし、小児については、そ

の半額とする。 

４ 通勤定期旅客料金及び通学定期旅客料金

については、乗車区間に対応する片道普通

旅客料金(乗車区間が二以上の系統にわた

るため、当該乗車区間に対応する片道普通

旅客料金の設定がない場合にあっては、当

該系統ごとに定められる片道普通旅客料金

を合算して得た額と当該乗車区間を一系統

とみなして第三条第二項及び前条の規定に

より算定した対キロ料金とを比較し、いず

れか低い額。次項において同じ。)を一月に

つき六十倍し、次条   第三号の区分に

従い割引した額とし、小児については、そ

の半額とする。 

４ 通勤片道定期旅客料金及び通学片道定期

旅客料金については、乗車区間に対応する

片道普通旅客料金を一月につき三十倍し、

次条第一項第二号の区分に従い割引した額

とし、小児については、その半額とする。 

５ 通勤片道定期旅客料金及び通学片道定期

旅客料金については、乗車区間に対応する

片道普通旅客料金を一月につき三十倍し、

次条   第三号の区分に従い割引した額

とし、小児については、その半額とする。 

５ （略） ６ （略） 

６ 団体旅客料金については、第一項及び第

二項の規定による片道普通旅客料金に相当

する額に、それぞれ人員を乗じ、次条第一

項第三号の区分に従い割引した額とする。 

７ 団体旅客料金については、第一項及び第

二項の規定による片道普通旅客料金に相当

する額に、それぞれ人員を乗じ、次条  

 第四号の区分に従い割引した額とする。 

７ 料金の計算上生じた端数は、次の区分に

より処理するものとする。 

８ 料金の計算上生じた端数は、次の区分に

より処理するものとする。 

 一 （略）  一 （略） 

（削除）  二 回数旅客料金については、十円単位に 

四捨五入するものとする。 

 二・三 （略）  三・四 （略） 

８ （略） ９ （略） 
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改正後 改正前 

（料金の割引） （料金の割引） 

第八条 料金の割引は、次の区分による。 第八条 料金の割引は、次の区分による。 

一 （略） 一 （略） 

（削除） 二 カード回数旅客料金 

 イ 普通カード回数券 

 千百円券 九分一厘引 

 三千三百六十円券 一割七厘引 

 五千八百五十円券 一割四分五厘引 

 ロ 通学カード回数券 

 千三百円券 二割三分一厘引 

 四千円券 二割五分引 

 六千八百円券 二割六分五厘引 

 ハ 買物カード回数券 

 千三百円券 二割三分一厘引 

二・三 （略） 三・四 （略） 

２ （略） ２ （略） 

  

第九条 （略） 第九条 （略） 

  

（普通券等の使用） （普通券等の使用） 

第十条 普通券にあっては一人一回限り  

                   

       、団体券にあっては一団体

一回限り、特殊券にあっては一人不定回数

を通用期間内に限り、それぞれ有効とし、

途中下車した場合は、        特

殊券を除き、前途無効とする。ただし、旅

客の責に帰することのできない理由による

場合は、この限りでない。 

第十条 普通券にあっては一人一回限り、カ

ード回数券にあっては一人不定回数を券面

表示額内に限り、団体券にあっては一団体

一回限り、特殊券にあっては一人不定回数

を通用期間内に限り、それぞれ有効とし、

途中下車した場合は、カード回数券及び特

殊券を除き、前途無効とする。ただし、旅

客の責に帰することのできない理由による

場合は、この限りでない。 

２ （略） 

 

２ （略） 

（割増料金の徴収等） （割増料金の徴収等） 
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改正後 改正前 

第十一条 （略） 第十一条 （略） 

２ 旅客が                

    特殊券を不正に使用したときは、 

当該特殊券        を無効として

これを回収し、その旅客が乗車した区間に対

応する片道普通旅客料金及びこれと同額の

割増料金を徴収する。 

２ 旅客が通学カード回数券、買物カード回

数券又は特殊券を不正に使用したときは、

当該カード回数券又は特殊券を無効として

これを回収し、その旅客が乗車した区間に

対応する片道普通旅客料金及びこれと同額

の割増料金を徴収する。 

３～５ （略） ３～５ （略） 

  

第十二条～第十四条 （略） 第十二条～第十四条 （略） 

  

（ＩＣカード） 

第十五条 管理者は、料金の支払に使用するＩ

Ｃカード（電子的方法により利用可能金額そ

の他必要な情報を記録することができるカ

ードをいう。以下同じ。）を発行することが

できる。 

（新設） 

 

 

 

（料金の払戻し等による手数料） （料金の払戻し等による手数料） 

第十六条 旅客が料金の払戻し等を請求した

場合において、次の各号のいずれかに該当

するときは、手数料を徴収する。 

第十五条 旅客が料金の払戻し等を請求した

場合において、次の各号のいずれかに該当

するときは、手数料を徴収する。 

一 （略） 一 （略） 

二         特殊券の破損等によ

り新券を発行したとき。 

二 カード回数券及び特殊券の破損等によ

り新券を発行したとき。 

三～六 （略） 三～六 （略） 

七 ＩＣカードに記録されている利用可能

金額を払い戻したとき。 

（新設） 

八 ＩＣカードを再発行したとき。 （新設） 

２ 前項に規定する手数料の額は、次に掲げ

るとおりとする。 

２ 前項に規定する手数料の額は、次に掲げ

るとおりとする。 

一 （略） 一 （略） 
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改正後 改正前 

（削除） 二 カード回数券 一枚につき二百円 

二 （略） 三 （略） 

三 ＩＣカード 次に掲げる区分に応じ、

それぞれ次に掲げる額 

イ 利用可能金額の払戻し 一枚につき

二百二十円（利用可能金額が二百二十

円に満たないときは、その額） 

ロ 再発行 一枚につき五百十円 

（新設） 

  

第十七条・第十八条 （略） 第十六条・第十七条 （略） 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して三月を

 超えない範囲内において規則で定める日か

 ら施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現に発行されている

この条例による改正前の青森市営一般乗合

自動車料金条例第五条第三号に規定するカ

ード回数券については、この条例による改正

後の青森市営一般乗合自動車料金条例の規

定にかかわらず、当分の間、なお従前の例に

より使用することができる。 

 

 

 


